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小特 3(R1) 

第６学年 学級活動 学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材名  ボランティアから生まれる新しい自分 

 

 

 

 

２ 題材の目標 

  ボランティアについて，登下校見守りボランティアの○○さんの思いや願いを聞いたり，今の自分

にできそうなボランティアについて話し合ったりすることを通して，ボランティアの意味やすばらし

さが分かり，自分にできそうな行動目標を意思決定し，これからも人のために自ら進んで行っていこ

うとする態度を養う。 

 

 

 

＜手立て１＞ それぞれの立場の良い所と心配な所を分かりやすく比べられるように，二次元表を活

用する。 

＜手立て２＞ 行為や行動だけでなく，「どうしてその賞を贈りたいのか」という思いを表出させるた

めに，子どもの発言に対して問い返しを行う。 

＜手立て３＞ 双方のよさを生かした形で合意形成が図られるように助言をする。 

① 子どもたちに意見一覧表を配付し，クラス内にどのような意見が出ているのかを把握させる。そ

し 

て，意見を出し合う場面を効率よく進めることで，考えを深める場面の時間を確保する。 

② 議題についてのそれぞれの立場の理由を整理し，問題点を焦点化したものを【学習課題】として

設 

定する。 

③ 考えを深める場面において，実際に「言われて一番うれしかったこと」を意見交流し価値付ける

ことで本時の【まとめ】へとつなげる。 

 

本時の主張 

 本時は，自分たちにできそうなボランティアについて，○○さん（地域人材）から学んだ大事なこ

とをもとに，学校生活上の具体的な場面と行動を考え，友達と意見交流すること通して，自分たちに

もちょっとしたボランティアならできることに気付き，これから取り組むボランティアを決める授業

である。 

 子どもは，前時までに，毎日登下校の見守りボランティアをしてくれている○○さんのビデオメッ

セージをもとに，ボランティアの意味やすばらしさについて理解をしている。しかし，それは○○さ

んだからできることであって自分にはできないことだと考えていることが予想される。また，自分も

ボランティアに取り組んでみたいけれど，何をどうしたらよいか分からない子どもがいることも考え

られる。 

そこで，次の手立てを講じることにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの手立てにより，子どもは，○○さんのようなボランティアを毎日継続して取り組むことは

難しいけれど，学校生活において自分にもできそうなことはある，という視点で思考を深めていくこ

とができる。そして，話合い活動を通して，「自分に合ったボランティアはどれか。」「自分が続けてい

けるものはどれか。」「無理なくやっていけそうなものはどれか。」と考えながら，自分に合ったボラン

ティアを意思決定しようとする。 

（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

  イ 社会参画意識の醸成と働くことの意義の理解 

【手立て１】学習課題を自分事として捉えさせるために，前時に学習した○○さんの行動のすば

らしさと今の自分の行動を比較させる。 

【手立て２】自分たちにできそうなボランティアについて，考えを深めたり広めたりできるよう

に，視点を与えて考えさせ，その内容を班と全体で交流させる。 

【手立て３】自分に合った意思決定ができるように，振り返りの場面において，記述することを

明確にした発問をする。 
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３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ボランティアは人のために

なるだけでなく，「誰かの役

に立っている」という自分自

身の喜びにもなることに気

付き，人のためにも自分のた

めにもボランティアは大切

であることを理解している。 

・話合い活動を通して，友

達の意見を参考にしなが

ら，学級や学校の生活向

上につながる自分にでき

そうな行動目標を考え，

実行することができる。 

・これまでの自分自身の生活態

度を見つめ直し，集団の一員

として，これからも自ら進ん

で学級や学校の生活向上に貢

献しようとする前向きな気持

ちをもつことができる。 

 

４ 題材の指導構想 

 （１）児童の実態 

学習したことや話し合って決めたことに素直に取り組むことのできる子どもが多く，その雰囲気

を自分たちでも気持ちよく感じて過ごしている。互いに声をかけ合い，教え合ったり助け合ったり

して活動する様子も見られる。多くの子どもが，「自分たちは最高学年だから，縦割り班や町内子ど

も会などで集まった時には，先頭に立って下学年をリードしていきたい」とも考えている。 

また，子どもたちは今のクラスのよい所を「男女の仲が良く，協力したり助け合ったりして活動

できるところ」「時間を守り，けじめをつけて行動できるところ」「笑顔が多いところ」と挙げてい

る。年度当初より，様々な友達関係のトラブルもあったが，互いの思いを伝え合ったり，相手の気

持ちを考えたりすることで解決を図ってきた。過去のトラブルからうまく交流できなかったり，す

ぐにトラブルに発展したりする関係の子どももいるが，同じクラスの仲間として，必要以上に意識

をすることなくかかわることができるようになってきた。「今の６－１のよいところは何だと思い

ますか？」の問いに，全員が肯定的な内容を答えることもできた。 

   一方で，決まっていることや自分の役割には自覚と責任をもって取り組むものの，自分から主体

的に行動できないところに弱さが見られる。「朝登校して黒板が汚れていたらどうしますか？」と

問うと，多くの子どもが「きれいにします。」と答え，「誰か黒板をきれいにしてくれませんか？」

と頼むと，行動に移してくれる子どももいる。だが，汚れている黒板を見て，「この状態ではみんな

が困るから，今のうちにきれいにしておこう。」と考え行動できる子どもはほとんどいない。その理

由としては，「誰かがやってくれるから」と人任せの気持ちが生じたり，「自分の仕事ではないから」

と一歩踏み出す勇気がもてなかったりすることが考えられる。 

 

 （２）本題材設定の理由 

   子どもは，主体的に行動できないところに弱さがあるものの，決して「自分だけが良ければよい」

と考えているわけではない。それどころか，最高学年として全校のためになりたい，学校をよりよ

したいと考えている子どもが多い。そのような子どもたちに，ボランティアは，人のために役立つ

だけでなく，自分自身の喜びにもつながることに気付かせることで，「人のためになりたい」という

気持ちを，実際の行動に移すきかっけにすることができると考える。そして，意思決定した内容を

実践する中で，実践状況を話し合って感じたことを共有したり，活動記録をもとに振り返ったりす

ることを通して，人のために主体的に行動することが自己の成長にとっても有意義であることを実

感させていきたい。 

   子どもにとって学級は最も身近な社会であり，学級の集団活動に主体的に参画することは，地域

や社会への参画，社会貢献にもつながる。「誰かがやってくれるだろうから」と人任せの気持ちが強

い子どもや，「自分の仕事ではないから」と一歩踏み出す勇気がもてない子どもにとって，主体的に

行動しようとする態度を養うことは，特別活動で育てる資質・能力の重要な視点の一つである「社
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会参画」からも重要な内容であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 （３）本題材とキャリア教育で育成すべき力「もと礎的・汎用的能力」の関連 

   中央教育審議会（答申）において，キャリア教育で育成すべき「もと礎的・汎用的能力」は【人

間関係形成・社会形成能力】【自己理解・自己管理能力】【課題対応能力】【キャリアプランニング能

力】の４つの能力で構成されていると説明している。特に本題材では，学級の現状把握から振り返

りまでの一連の学習活動を通して，【自己理解・自己管理能力】と【キャリアプランニング能力】の

２つに力の育成を図りたいと考える。本題材における【自己理解・自己管理能力】と【キャリアプ

ランニング能力】具体的な姿を以下のように設定する。 

〇自己理解・自己管理能力 

  自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，自分自身の可能性を信

じて主体的に行動すると同時に，今後の成長のために進んで学ぼうとすることができる。 

〇キャリアプランニング能力 

  「相手のために進んで行動することが自分の喜びにもなる」ことを理解し，集団の一員とし

て自分らしさを生かして主体的に判断をして行動することができる。 

 

 （４）指導の構想 

   子どもは，ボランティアという言葉は知っているものの，その意味や価値，すばらしさについて

は十分に理解をしていない。そこで，事前活動として，登下校見守りボランティアの○○さんから

のメッセージをもとにボランティアについての理解を深めるとともに，ボランティアに対する肯定

的な気持ちを高められるようにする。 

   ○○さんは，登下校の見守りボランティア以外にも，様々な場面で子どもとかかわりがあり，誰

もが知っている存在である。毎日見守ってもらい，時には声をかけてもらったり助けてもらったり

している○○さんの言葉は，子どもたちに実感を伴って響くはずである。○○さんには，事前に「見

守りボランティアを始めるきっかけ」や「どうして続けているのか」，「見守りボランティアをして，

よかったことや嫌だったこと」などの質問に答えてもらう。そして，このビデオメッセージをもと

に，子どもは，○○さんの行動や気持ちのすばらしさを話し合うことを通して，ボランティアの意

味や価値を理解することができると考える。 

ボランティアには様々な原則があるが，子どもには「自主性（自分から進んで行う）」「社会性（人

や社会のためになる）」「相互理解（相手も喜び，自分もうれしい）」の３つが大切であることを捉え

させる。特に「相互理解」の視点を取り入れることで，子どもに，ボランティアは「ありがた迷惑」

な行為でも「嫌々する」行為でもないこともつかませたい。 

   本時の話合い活動では，○○さんの行動や気持ちのすばらしさを視点にして，自分たちにもでき

そうなボランティアはないかを考えさせる。友達の考えを聞いたり，実際にできるのかどうか話し

合ったりすることを通して，「それもいいね。それもできそうだね。」と子どもたちが考えを広げら

れるようにする。そして，話し合ったことを生かして，学校生活上の具体的な場面と行動を考え，

自分にできそうなボランティアを意思決定させる。 

   実践場面では，本時で意思決定した内容に一人一人が取り組む。ボランティアの原則や○○さん

の行動や気持ちのすばらしさなどを拠り所に，実践状況や取り組んでいる時の気持ちなどを共有す

「社会参画」は，よりよい学級・学校生活づくりなど，集団や社会に参画し様々な問題を主体的

に解決しようとする視点である。社会参画に必要な資質・能力は，集団の中において，自発的，

自治的な活動を通して，個人が集団へ関与する中で育まれると考えられる。 

（小学校学習指導要領解説 特別活動編 P12より） 
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る。うまくいったことやよくできたことなどを積極的に取り上げることで，子どもたちの意欲や達

成感の高まりにつなげたい。 

   事後活動では，一連の学習を想起させるとともに，実際に自分のできたことや感じたことを振り

返らせる。そして，「人のためになるのは気持ちがいい。」「相手が喜ぶ姿を見て，自分もうれしくな

った。」などの感想を子ども同士で共有させる。教師も，○○さんの行動や気持ちのすばらしさを視

点に励ましや評価をする。このことにより，子どもたちに「これからも続けよう。」「他にもできる

ことはないかな。」と前向きな気持ちをもたせたい。 

 

５ 題材の指導計画（全３時間） 

活動（時間） 学習のねらい（○）と主な活動内容（・） 
評   価 

知 考 態 評価規準 

事前活動 

・学級の現状把握

と問題の発見 

（１時間） 

○○○さんがしている見守りボランティアに

ついて，その行動や気持ちのすばらしさを

話し合うことを通して，ボランティアの意

味や大事な視点について理解することがで

きる。 

・○○さんへのインタビュービデオを視聴し，

○○さんの行動や気持ちのすばらしさにつ

いて話し合う。 

○ ○   ○○さんの行動や気持

ちのすばらしさを話し合

うことを通して，ボランテ

ィアの意味や大事な視点

を理解することができる。 

話合い活動【本時】 

（１時間） 

○自分たちにできそうなボランティアについ

て，○○さんから学んだ大事なことをもと

に，学校生活上の具体的な場面と行動を考

え，友達と意見交流すること通して，自分た

ちにもちょっとしたボランティアならでき

ることに気付き，これから取り組むボラン

ティアを決めることができる。 

・自分たちにできそうなボランティアについ

て自分の考えをもつ。 

・できそうなボランティアについて，班や全体

で紹介し合う。 

・これから自分が取り組んでいくボランティ

アを決める。 

 ○ ○ これから自分が取り組

んでいくボランティアを

決めて，そのボランティア

に決めた理由を考えるこ

とができる。 

決めたことの実践 

 

○意思決定した具体的な個人目標に，粘り強

く取り組むことができる。 

・友達と協力したり，取り組んだ成果や課題を

共有したりしながら行動する。 

  ○  意思決定した内容を自

覚し，自主的に行動するこ

とができたか。 

事後活動 

・振り返り 

（１時間） 

○実践を通してボランティアのよさに気付く

とともに，集団の一員として，これからも進

んで学級や学校のために行動していこうと

前向きな気持ちをもつことができる。 

・うまくできたことやうまくいかなかったこ

と，改善策や工夫できそうなことを話し合

う。 

・ボランティアをした時の自分の気持ちや相

○ ○   これからも進んで学級

や学校のために行動して

いこうという前向きな気

持ちをもつことができた

か。 
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手の様子を共有する。 

 

６ 本時の計画（２時間目／全３時間） 

 （１）本時のねらい 

  自分たちにできそうなボランティアについて，○○さんから学んだ大事なことをもとに，学校

生活上の具体的な場面と行動を考え，友達と意見交流すること通して，自分たちにもちょっとし

たボランティアならできることに気付き，これから取り組むボランティアを決めることができる。 

 

 （２）本時の構想 

    子どもが，本時のねらいである「これから取り組んでいくボランティア」について，「自分に

合ったボランティアはどれか。」「自分が続けていけるものはどれか。」「無理なくやっていけそ

うなものはどれか。」と考えながら，自分に合った内容を意思決定できるように以下の手立てを

講じる。 

 

 

 

 

    子どもが，「自分たちにはどのようなボランティアができるだろうか。」という課題を自分事

として捉えることができるように，子どものために自分の意志で見守りボランティアをしてい

る○○さんの行動と，決められた仕事や役割に取り組んでいる自分たちの行動を比較させる。 

このことにより子どもは，人のためになる行動でも，与えられたものではなく，状況に応じ

て自分で考えたり見つけたりして取り組むことのすばらしさに気付くことができる。そして，

毎日の登下校見守りボランティアのような大きなことはできなくても，自分たちにできるボラ

ンティアはないかと問題意識を高めることができる。 

 

 

 

 

    自分たちにできそうなボランティアについて，考えを深めたり広めたりできるように，前時

のまとめでもある「○○さんの行動のすばらしいところ」を視点に考えさせる。「○○さんの行

動のすばらしいところ」は，自分から人のために行動していること，継続していること，自分

自身のためにもなること，などを子どもの言葉でまとめておく。 

    このことにより子どもは，今までの学校生活や自分自身の経験を振り返り，人のためになる

行動の中から，「続けて行うことができるか。」「自分の喜びにもなるか」という視点をもって考

えようとする。また，この視点をもとに，班や全体での意見交流を行うことで，「それもいい

ね。」「それもできそう。」と自分の中に新たな考えを取り入れたり，「そのボランティアもいい

と思うけれど，自分には合わないかな。」と判断したりできるようになる。交流場面での考えの

深まりや広がりが，「これから自分がやろうと思うボランティア」を意思決定する際の拠り所と

なるようにする。 

 

 

 

 

    友達の考えを参考にしながらも，自分に合った意思決定ができるように，振り返りの場面に

【手立て１】 

学習課題を自分事として捉えさせるために，前時に学習した○○さんの行動のすばらしさと今

の自分の行動を比較させる。 

 

【手立て２】 

自分たちにできそうなボランティアについて，考えを深めたり広めたりできるように，視点を

与えて考えさせ，その内容を班と全体で交流させる。 

【手立て３】 

自分に合った意思決定ができるように，振り返りの場面において，記述することを明確にした

発問をする。 
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おいて，『話し合ったことを生かして，「自分がこれからやろうと思うボランティア」と「その

ボランティアに決めた理由」をノートに書きましょう。』と発問する。「自分がこれからやろう

と思うボランティア」と「そのボランティアに決めた理由」は板書もする。 

そのことにより子どもは，１時間の学びを振り返りながら，「自分に合ったボランティアはど

れか。」「自分が続けていけるものはどれか。」「無理なくやっていけそうなものはどれか。」など

決めた理由を明確にして，これから取り組んでいくボランティアを決めることができる。 

 

 （３）本時の展開 

学習活動 教師の働き掛けと予想される児童の反応 ■評価・○留意点 

導入 

１【つかむ】 

前 時 を 振 り 返

り，課題を自分事

として捉えるこ

とで学習課題を

設 定 す る 。   

（５） 

T1 この人は誰だか覚えていますか。 

C1 見守りボランティアをしてくれている○○さんです。 

C2 私たちの登下校を毎日見守ってくれています。 

T2 それは仕事でしたか。 

C3 いいえ。自分から進んでやってくれているボランティ

アでした。 

T3 そうでしたよね。みんなはそんな○○さんのどんなと

ころをすごいと感じたのですか。 

C4 自分から進んで人のために行動しているところです。 

C5 １０年も続けているところです。 

C6 人のために行動しているけれど，喜んでくれる人がい

るから自分もうれしいと感じているところです。 

T4 これは，私たちが○○さんから学んだ大事なことです

よね。みんなも○○さんみたいなボランティアできます

か。 

C7 今はできません。 

C8 ○○さんと同じようにはできません。 

T5 「同じようには」とはどういうことですか。 

C9 どんな日でも毎日すること。 

C10 登下校の時に見守りのボランティアをすること。 

C11 でも，登下校はできないけれど，学校に来てからなら

できることもありそうだよ。 

C12 そうだよね。休み時間や掃除の時にできることはあ

りそうだ。 

T6 自分たちにできるボランティアもありそうだと考え始

めているんだね。 

C13そうです。 

T7 では今日は，自分たちにはどのようなボランティアが

できるだろうか？を学習課題にしてみんなで考えてみ

ませんか。 

C14はい。そうしたいです。 

 

 

 

 

○前時に学習した内容

を教室壁面に掲示し

ておくことで，本時の

中でいつでも立ち返

ることができるよう

にしておく。 

 

 

 

 

 

 

○学習課題を自分事と

して捉えさせるため

に，前時に学習した

○○さんの行動のす

ばらしさと今の自分

の行動を比較させ

る。【手立て１】 

 

○○○さんのような行

動がとれたらいいな

と前向きに捉えられ

るように展開する。 

○T6 で「自分たちにも

何かできそうだ」とい

う気持ちの変化を価

値付ける。 

○T7 で子どもの言葉を

もとに学習課題を投

げかける。 

 

 
【学習課題】 

自分たちにはどのようなボランティアができるだろう

か？ 
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展開 

２【さぐる】 

これまでの自分

の行動を振り返

りながら，学習課

題について自分

の考えをもつ。 

（１０／１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３【見つける】 

 班や全体での話

合いを通して，考

えを深めたり，広

げたりする。 

（２０／３５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T8 ○○さんのようにはできなくても，自分たちにもでき

そうなボランティアはどんなものでしょうか。そんなボ

ランティアができるのは，どんな場面ですか。 

C15「掃除」の時間に，いつもの掃除だけでないことがで

きそうだ。 

C16それだったら「給食準備」の時にもできることがあり

そう。給食当番ではない人が特にできる。 

T9 例えば，「掃除」の時間だったら，どんなボランティア

が考えられますか。 

C18特に汚れている場所があったら，そこを水拭きしてき

れいにする。 

C19掃除する教室に，はがれそうな掲示物がたまにあるけ

れど，それを直しておくこともできる。 

T汚れの多い所を水拭きしたり，掲示物を直したりすると

どうなりますか。 

C教室がきれいになって気持ちよくなる。 

C20 何をしたらいいのか分からなくて困っている１年生

に「一緒に○○しよう」と声をかけるのはどうかな。 

C21声をかけるって，ボランティアになるのかな。 

C22ボランティアだと思う。１年生のために，自分から声

をかけているから。声をかけられた１年生はきっとうれ

しいと思う。 

T１年生はきっとうれしい気持ちになり，その様子を見て

みんなもうれしい気持ちになりそうですね。 

C自分も相手もうれしいにつながる。 

T11では，ノートに「どんな時に」「何をするか」「そうす

るとどうなるか」について自分の考えを書いてみましょ

う。 

 

（グループ交流） 

T12お互いに考えたことを，班で紹介し合います。前回の

まとめ「○○さんから学んだ大事なこと」をもとに，お

互いの考えを聞いて，感想を伝え合いましょう。 

C24理科室や図工室で勉強した後に，机からはみ出ている

椅子を戻すことができそうです。 

C25いいね。時々片付け忘れている椅子があるよね。 

C26少しだけ出ているものあったよ。 

C27次使う人のためにも，きれいにしておきたいよね。 

C28私も休み時間のことで，廊下に落ちているごみを拾い

たいと思います。 

C29けっこう落ちているから，学校がきれいになるね。 

C30でも，本当にできるかな。遊びに夢中になったり，急

いだりしていると忘れてしまいそう。 

C31今日やると決めたら，できると思う。 

 

 

 

○いくつかの場面を取

り上げることで，どん

な場面でもボランテ

ィアができることを

つかませる。 

○個人思考での見通し

につなげるため，「ど

んな時」「何をするか」

「そうするとどうな

る」を数例取り上げ

る。 

 

○挙げられた内容がボ

ランティアかどうか

で迷った時には，前時

で学習した「ボランテ

ィアとは（自主性）（社

会性）（相互理解）」に

立ち返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○自分たちにできそう

なボランティアにつ

いて，考えを深めた

り広めたりできるよ

うに，視点を与えて

考えさせ，その内容

を班と全体で交流さ

せる。【手立て２】 

 

○机間巡視をしながら，

全体で取り上げたい

内容を把握する。 
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（全体交流） 

T13 班の中で出されたアイデアをみんなで共有しましょ

う。 

C32理科室や図工室で勉強した後に，机からはみ出ている

椅子を戻したいと思います。 

C33似ています。特別教室を使った後に，大きなゴミを拾

ってから教室に戻りたいと思います。 

C34みんなが使う教室だから，きれいにするのはとてもい

いと思います。 

C35掃除の時間に，隅々までていねいに掃除したいと思い

ます。 

T14 隅々までていねいに掃除をするのはボランティアか

な。 

C36ていねいに掃除をするのは大事なことだけど，当たり

前のような気もします。 

C37でも，当たり前だけど，本当にきれいにしようという

気持ちは大切だと思います。 

C38 だったら，細かい場所を決めて，「この場所をこんな

風に掃除する」と決めるとボランティアっぽくなりそ

う。 

 

T15いろいろなボランティアが出たけれど，結局みんなに

できるボランティアってどのようなボランティアなの

かな。 

C39○○さんみたいに，たくさんの人のためになることで

はないかもしれないけれど，クラスの人のためにはなる

ボランティア。 

C40下学年のためになるボランティアも多い。 

C41ゴミ拾いや掃除など，自分たちが使う場所をきれいに

する活動も多いね。 

C42どんな取組でも，相手が喜ぶ姿を考えながら，内容を

工夫するとボランティアに近づくみたい。 

C43大きなことではないけれど，普段の生活の中で意識を

することで，ちょっとした時にできるボランティアだ。 

C44ちょっとボランティアだね。 

C45ちょいボラだ。 

T16普段の学校生活の中でできる，ちょっとしたボランテ

ィアならみんなにもできそうだということだね。 

 

 

 

 

 

 

○「どんな時」「何をす

る」「そうするとどう

なる」に分けて板書す

る。 

 

 

 

 

○ボランティアかどう

かの明確な規定はな

いが，「やるべきこと

に一生懸命取り組む」

のような意見が出た

ときには，T14のよう

に投げかける。 

 

○T15の発問により，子

どもの思考を整理し，

共通点を考えること

でまとめへとつなげ

る。 

 

 

 

 

 

 

○「ちょいボラ」という

言葉が出なくても，子

どもたちが考えた言

葉でネーミングする。 

 

 

○子どもの言葉を生か

してまとめる。 

終末 T17 話し合ったことを生かして，「自分がこれからやろう ○自分に合った意思決

【まとめ】 

自分たちには，大きなことはできなくても，ちょいボラ

ならできる。 
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ボランティアから生まれる新しい自分 

 

 

 

 

                   

                 ＜どんな時＞        ＜何をするか＞      ＜そうするとどうなる＞ 

                ・そうじの時間        ・大きな汚れを水ぶき  ・教室がよりきれいになる 

                               ・掲示物直し      ・安全 ・見た目がきれい 

 

○同じようなボランティアはできるか？ 

・今はできない。 

・同じようにはできない。 

・できることもありそう！              ・自分がこれからやろうと思うボランティア 

                          ・そのボランティアに決めた理由 

４【決める】 

話し合ったこと

をもとに，自分に

合った個人目標

を意思決定する。 

（１０／４５） 

 

と思うボランティア」と「そのボランティアに決めた理

由」をノートに書きましょう。 

 

T18記入が終わった人から，友達と紹介し合いましょう。 

（席を離れての意見交流） 

 

C46私は，特別教室を使った後のゴミ拾いをします。この

ボランティアに決めた理由は，ゴミがなければ，次に使

う人が気持ちよく勉強できると思うからです。このボラ

ンティアだったら，時間もそれほどかからないし，続け

ていけると思います。 

定ができるように，

振り返りの場面にお

いて，記述すること

を明確にした発問を

する。 

【手立て３】 

〇書き出せない子ども

には，ノートに書いた

自分の考えや黒板に

ある内容をもとに，話

を聞きながら書き始

められるように支援

する。 

■これから自分が取り

組んでいくボランテ

ィアを決めて，そのボ

ランティアに決めた

理由を考えることが

できる。（学活ノート） 

 

 （４）本時の評価 

   ① 評価方法 

    ・学活ノートに記述した意思決定の内容とその理由をもとに評価する。 

   ② 評価規準 

    ・これから自分が取り組んでいくボランティアを決めて，そのボランティアに決めた理由を考

えることができる。 

   ③Ｂ評価の判断となる児童の記述例 

    ・私は，特別教室を使った後のゴミ拾いをします。このボランティアに決めた理由は，ゴミが

なければ，次に使う人が気持ちよく勉強できると思うからです。このボランティアだったら，

時間もそれほどかからないし，続けていけると思います。 

 

 （５）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちにはどのようなボランティア 

ができるだろうか？ 

自分たちには，大きなことはできなくて

も，ちょいボラならできる。 

つかむ 

見付ける さぐる 

決める

体的な

個人目

標とそ

○○さん 

の写真 

○○さんの行動のすばらしさ 

・人のためになる行動 

・１０年も続けている。 

・体の一部になっている。 
子どもたちの考えを板書する。 

・様々な場面で，いろいろなボランティアができることに気付かせ，考えを深

めたり広げたりできるようにする。 
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